
芦
原
街
道

本
荘
駅

嶺
北
縦
貫
道
路

竹
田
川

高
間
川

北
陸
自
動
車
道

金
津
中
学
校

熊
坂
川

牛
ノ
谷
駅

細
呂
木
駅

観
音
川

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

番
田
駅

本荘小学校

新郷小学校

温泉発祥地公園 芦
原
小
学
校

あわら湯のまち駅
芦原こども園
子育て支援
センター

あわら市役所
市民課芦原分室

金津こども園

ボートレース三国
武道館
芦原中学校

県立大学生物資源
開発研究センター

芦原青年の家

北潟湖畔公園

北潟湖畔花菖蒲園
あわら夢ぐるま公園

北潟湖

カヌーポロ競技場
北潟湖周遊
サイクリングロード
( ハミングロード )

サイクリングパーク

アイリス
ブリッジ

芦原ゴルフクラブ

浜坂区民館
吉崎小学校

片山津ゴルフ倶楽部
山代山中ゴルフ場

越前
カントリークラブ

吉崎御坊跡

越前加賀県境の館

北潟小学校

芦原海岸

波松小学校

国立病院機構あわら病院
北潟公民館

あわら温泉
湯のまち広場
（芦湯、湯けむり横丁など）

農業者
トレーニング
センター

千束一里塚

さくらセンター

中央公民館

金津本陣
にぎわい広場 (a キューブ）

金津本陣 IKOSSA
（金津図書館・郷土歴史資料館・
市民文化研修センター）

清掃センター

YONETSU-KAN ささおか 椚古墳石室

剱岳公民館

横山古墳群

剱ヶ岳

刈安山

金津熊坂
工業団地

熊坂
検問所

熊坂農村
環境改善
センター

滝トンネル

宮谷川

細呂木小学校坂井丘陵フルーツライン

金津 I.C

ニュータウン
名泉郷

水車小屋

刈安山
森林自然公園

ジャパンセントラル
ゴルフ倶楽部

金津小学校

金津高等学校

老人福祉センター

坂井健康
福祉センターニュータウン

花乃杜
自由ヶ丘
あけぼの団地

トリムパークかなづ

金津東小学校

伊井小学校
伊井公民館

権世川

セントピアあわら

竹田川

えちぜ
ん鉄道

三国芦
原線

きららの丘

あわら警察署

あわら市役所

金津中部工業団地

古屋石塚
テクノパーク

芦原温泉駅

あわら北潟風力発電所
「あわら夢ぐるま」

嶺北あわら消防署

嶺北あわら消防署
救急分所
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8

152

152

159

272

29
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29

29

154

120

166

120

110

110

166 124

123

101

1095

9

9

芦
原
図
書
館

ゆ
う
ゆ
う
パ
ー
ク
あ
わ
ら

湯のまち公民館

本
荘
公
民
館

細呂木公民館

坪江公民館

吉崎公民館

金津創作の森福井国際
カントリー

クラブ

あわら市役所
主な公共施設

JR 線
えちぜん鉄道
高速道路

主な歴史的史跡や施設など

凡例

国道 県道

主な防災・避難施設

◀ 

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
な
み
ま
ち
Ｃ

ａ
ｆ
ｅ
で
、
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
人

た
ち

　

浄
土
真
宗
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
蓮
如
が
、

１
４
７
１
年
に
開
山
し
た
吉
崎
御
坊
。
来
年
、
開
山

５
５
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
の
お
膝
元
の
吉
崎
地
区
で
は
、
地
域
活
性
化
に

取
り
組
も
う
と
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
令
和

元
年
春
に
一
般
社
団
法
人
「
蓮
如
の
里
吉
崎
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
吉
崎
の
御
山
や
寺
院
、
博
物
館
め
ぐ

り
の
ほ
か
、
北
潟
湖
の
水
上
散
策
、
報
恩
講
料
理
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
令
和
５
年
春
の
開
業
を
目
指
し

て
道
の
駅
整
備
の
検
討
に
着
手
す
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
地
域
活
の
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 提供：あわらの自然を愛する会

　

地
域
経
済
の
活
性
化

や
観
光
振
興
を
目
的
と

し
て
、
10
月
24
日
（
土
）

に
伊
藤
忠
商
事
株
式
会

社
や
日
本
生
命
保
険
相

互
会
社
、
株
式
会
社
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
経
営
者
を
招
き
、
吉

崎
経
済
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
自
利
利
他
の
心　
世
界
に
誇
る
日
本
の
商

い
」
と
題
し
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
、
市
の
経
済
や
観
光
の
活
性
化
、

道
の
駅
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が
交

わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
わ
ら
北
部
エ
リ
ア
の

活
性
化
を
目
指
し
て

吉
崎
経
済
会
議

　
細
呂
木
地
区
は
、
山
林
や
田
畑
、
果
樹
園
な
ど
の
自
然
資
源
、

た
た
ら
製
鉄
や
神
宮
寺
城
跡
、
川
口
城
跡
、
細
呂
木
関
所
跡
な

ど
の
歴
史
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信

す
る
た
め
、
細
呂
木
地
区
創
成
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
た
た
ら
製
鉄
に
つ
い
て
は
、
地
元
有
志
か
ら
な
る

「
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
保
存
会
」
を
発
足
し
、
令
和
元
年
10
月
に
た

た
ら
製
鉄
遺
跡
を
整
備
後
、
地
元
の
小
学
生
を
招
待
し
、
鉄
の

生
成
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
体
験
学
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
隣
接
す
る
吉
崎
や
北
潟
と
連
携

し
観
光
ガ
イ
ド
を
強
化
す
る
ほ
か
、
開
催
イ
ベ
ン
ト
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　
波
松
地
区
は
、
農
作
物
が
豊
富
に
と
れ
る
ほ
か
、
波
松
海
岸

で
は
キ
ス
釣
り
や
サ
ー
フ
ィ
ン
が
楽
し
め
る
な
ど
自
然
豊
か
な

地
区
で
す
。

　
そ
の
地
域
資
源
を
地
域
活
性
化
に
生
か
そ
う
と
、
地
区
の
有

志
ら
に
よ
り
一
般
社
団
法
人
「
な
み
ま
ち
倶く

ら

ぶ
楽
部
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
運
営
会
社
を
立
ち
上
げ
、
休
校
を
活
用
し

た
「
な
み
ま
ち
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」
を
令
和
元
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
。

地
域
の
住
民
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
、
地
元
で
取
れ
た
ナ
シ

や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
食
材
を
使
い
、
ラ
ン
チ
や
ス
イ
ー
ツ
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
、
農
山
漁
村
地
域
に
滞
在
し
な
が
ら
土

地
の
魅
力
を
楽
し
む
「
農
泊
」
事
業
に
取
り
組
み
、
波
松
な
ら

で
は
の
体
験
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
北
潟
地
区
で
は
、
県
内
で
３
番
目
に
大
き
い
湖
で
あ
る
北
潟

湖
を
中
心
に
、
漁
業
や
農
業
、
地
元
住
民
に
よ
る
環
境
教
育
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
に
は
、
福
井
国
体
の

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
会
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
北
潟
湖
と
地
域
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
、
再
生
や
保
全
、
活

用
に
取
り
組
む
た
め「
北
潟
湖
自
然
再
生
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
、

地
域
の
自
然
環
境
や
具
体
的
な
保
全
方
法
、
地
域
資
源
の
活
用

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
自
然
を
守
る
た
め
水

質
検
査
や
特
定
外
来
生
物
の
駆
除
、
地
元
小
学
生
を
対
象
に
観

察
会
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
北
潟
湖
周
遊
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
で
は
、
北
潟
湖
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
未
整
備
部
分
の

整
備
再
開
に
向
け
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
崎
御
坊

開
山
５
５
０
年
（
吉
崎
）

地
元
の
食
材
を
使
い

魅
力
を
発
信
（
波
松
）

歴
史
あ
る
遺
産
を

後
世
に
伝
え
る
（
細
呂
木
）

北
潟
湖
の
自
然
を

生
か
し
た
取
り
組
み
（
北
潟
）

道
の
駅
基
本
計
画

　
　
　
　
　
策
定
委
員
会

　
道
の
駅
「
蓮
如
の
里
あ

わ
ら
」
の
整
備
に
向
け
道

の
駅
基
本
計
画
策
定
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
（
月
）
に
、

第
１
回
の
策
定
委
員
会
を

開
催
し
、
本
年
度
中
の
基

本
計
画
策
定
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
休
憩
が
利
用
目
的
と
な
る
道
の
駅
で

は
な
く
、
道
の
駅
自
体
が
目
的
地
と
な
り
地
域

資
源
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
個
性
的

で
魅
力
的
な
道
の
駅
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲ 

昨
年
開
催
さ
れ
た
蓮
如

さ
ん
と
吉
崎
め
ぐ
り

◀ 

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

蓮
如
忌

▶ 

昨
年
開
催
さ
れ
た
波
松
流
木
き

ら
め
き
フ
ェ
ス
タ
で
地
元
で
取

れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
販
売

◀ 

エ
コ
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

カ
ヌ
ー
に
乗
る
参
加
者
た
ち

▶ 

赤
尾
湿
地
で
、
地
元
の
小
学
生

に
貴
重
な
自
然
の
様
子
を
伝
え

る
ガ
イ
ド
の
河
田
勝
治
さ
ん
（
一

番
右
）

◀ 

昨
年
完
成
し
た
ミ
ニ
パ
ー
ク
で
、

た
た
ら
の
製
鉄
方
法
を
学
ぶ
地
元

の
小
学
生
た
ち

▶ 

神
宮
寺
城
跡
で
、
元
福
井
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長

の
南
洋
一
郎
先
生
か
ら
話
を
聞

く
参
加
者
た
ち

「あわら温泉街」と「北陸新幹線芦原温泉駅」、「道の
駅」の３地点をネットワーク化し、市内全域の周遊性
を高め、市全域の活性化を図りたいと考えています。

吉崎エリア

北陸新幹線芦原温泉駅周辺

あわら温泉街
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